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§1．はじめに   

不完全情報下での主成分分析については  
すでに［2］．［3］で述べてきた。   
∵般的には学生の成績評価を行う場合に  

は、個々の学生の履修科目の単純平均点に  

よってランク付けを行う場合が多い。しか  

し、 このような単純平均点でランク付けを  

行うことは不適当に思われる。   
そこで、単なる形式的な単純平均点より  

は主成分分析を用いたスコア平均点で評価  

するほうが合理的と考えられるので実際の  

デー一夕（A大学B学科）を用いて解析を行  

った。   

§2． 不完全情報下での主成分分析のデー  

タモデル   
ここでは学生nが科目jを未履修である  
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ぞれ次の式（′6）、（7）が得られる。   

（6）Ru＝人u，uT＝（u」，‥・し11，）  

‡ 

托E二）α十（Plミ）β十（Qfミ）γ十（AE）＝0  

（‡）E）㍑＋（PI〕）β†（QP）γ1－（AP）＝0  

（姉）α十（QP）ブヨ＋（QQ）γ十（ÅQ）＝0  

（7）  

式（6）のRの中にはα、β、γが含まれて  

いるし、又、式（7）の（EE）、（PE）…・・等  

にはu⊥、‥・‥ し1．－が含まれているので、  

式（6）、（7）を連立させて解くために、次の  

ような逐次近似計算を用いる。   

先ず、tll＝…・・＝ u＿り＝1／√亨を定め  

（EE）、H）E）、…‥ 等を計算して式（7）を解  

きα、β、γを求める。  これを用いて  

式（6）の主固有ベクトル（最大固有値に対  

する）uユ、‥‥ 、u．，を求める。これを新  

たな初期値として以上の手順を繰り返す。  
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そのデータを次のように仮定する。  

＋βp，1－ト′）′q  
p．、：主1番目の学生の単純平均  

qj：j科目の単純平均  
α、β、γ：未知パラメータ   

次に∂記弓を用いることで学生の全成  

績（n＝1■～N，j＝1～p）を  

（2） α≡1モ＝∂．、j a両十トト∂巾）（α十  

§4．解析結果   
ここでは、A大学B学科を卒業した92名  

の学生が選択した65科目の選択科目での成  

績評価を主成分分析で解析した。   
全選択科目を履修した学生はニZ名であっ  

た。学生の単純平均による成績（p。）と科巨］  
平均（qj）の－一部を表1に示す。  

表1．学生の成績と科目平均  
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（末履修科目）  

と書ける。  

（こi） z，1  

となるが、Z  

学生喜 成績 …科目≡ 平均  一乙  ＝二＝   

r、。弟  〉散Ⅴんニ∑（z‖一云）ソ  ■  l   ‾ ▼▼‾   ■ ‾       l   ■▲  ■   

‾→  ‾    l l l  ▲    l     l  

】 64．342   1  N，言＝∑z＝／Nを ul・－ト…1－tlこ。＝1 九  
のもとで最大になるようにtl⊥，‥‥ u，‥  

α，β，′rを決めようという考えが、ここ  

で用いる原則である。   

§3．解析および計算方式   
上記の原則に．基づく解の候補は、ラグラ  
ンジュ関数   

て．二＝Vz－一入（t121十・‥－トu：－－ユ）の停留  
点の中に求められる。つまり、   
り）JL／∂しぃ＝0 （i＝：1～l））  
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又、反復回数6回で収束し、固有値入、   表4．単純平均とスコア平均によるランク   

パラメータ 
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と求まったイトの用を表2  ぎ去呂…冒冒：2…‡去；ぎ≡芋二昌呂‡…i！   
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次に主成分スコア平均の一一一部を表3に  

又、単純平均とスコア平均によるランク  §5．まとめ  

付けの一一部を表4に示す。  一－一一般的な単純平均でラン クが高い学生の  

表3・主成分スコア平均  場合、科目を多く履修していると主成分ス  

・   

蔓学生ぎス。ア平均（履修科。，l  
⊆ 書  

‥  

績評価では履修科目数等をも考慮した合理  
。  

．18】 84・58 （36／65）  的なランク付けを行うことができる。   

忠＿■≠「多変量解析法」。科  

・ 技連、197■1  

瑠∴ 琵：三三要  ［2］持   

i 9r，ぎ 87．9。（こ醐5，j  ［3］．完全情  
t）1i  70・17  （35／（う5）i  報下での主成分分析、1996年度日本  
92 （36邦） 会春季研究発表会アブストラ  
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